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地域ポータルサイトの開設について 

 
 

１ 目的 

  市では、フェイスブックを活用して、行政、市民、自治会、市民団体、企業等の 

 地域情報や市の魅力を発信、共有する地域ポータルサイトを、市の公式ページとし 

 て開設します。 

  地域情報の共有による市民生活の利便性向上や地域コミュニティの強化、並びに 

 市の魅力発信を通じた地域の活性化等を図ります。 

 

２ 地域ポータルサイトの概要 

 (1) 地域情報の共有 

   地域の話題や暮らしの安心、生活の利便性を高める情報等を発信します。市民 

  活動やまちづくり活動も取り上げ、市民や団体を結び付ける役割も担います。 

  ア 名称 

    「ＭＡＫＩｃｏｍ」（マキコム） 

    茶娘をイメージした案内人を置き、親しみやすく発信。 

  イ 内容  

   (ｱ) ニュース（１日２本程度） 

     市政情報、地域の行事、子育て支援、交通安全・防犯、幼稚園・保育園・ 

    学校、ＮＰＯ・市民団体の活動等を文字と写真、動画で発信します。 

   (ｲ) 展開情報（コンテンツ） 

     市ホームページとのリンク、公共施設マップ、子育てカレンダー、双方向 

    性を生かして市民活動や市民団体の支援・連携を促進するページの運営等。 

 

 (2) 市の魅力発信 

   市の魅力やイベント、観光情報等を発信します。牧之原市ファンの拡大や地域 

  に対する関心の高揚を図り、交流人口の増加、特産品や市内製品の販売拡大等、 

  地域の活性化を目指します。 

  ア 名称 

    「ビタミンらぼ」（ビタミンラボ） 

    鈴木梅太郎博士をイメージした案内人を置き、親しみやすく発信。 

  イ 内容 

   (ｱ) ニュース（１日２本程度） 

     観光イベント、名所、史跡、風景、特産品、市内店舗・企業等を文字と写 

    真、動画で発信します。 

   (ｲ) 展開情報（コンテンツ） 

     市ホームページとのリンク、観光地マップ、イベントカレンダー、地域の 

    魅力（人、もの、場所、お店等）情報等。 



 

 

 (3) 災害時の情報発信 

   東日本大震災では、電話がつながらない中、フェイスブックが被災状況の発信 

  や情報収集に大きな効果を発揮しました。地震や大雨などの災害時には、２つの 

  ページを使って、迅速かつ広範囲に緊急情報の伝達、発信を行います。 

 

３ 運用開始日 

  ７月１日（月）に地域ポータルサイトの運用を開始します。 

 

４ キックオフイベント（開設イベント）の開催 

 (1) 日 時   

   平成 25 年６月 29 日（土） 午前 10 時から正午まで 

  

 (2) 会 場   

   い～ら（牧之原市須々木 140 番地） 

  

 (3) 参加者   

   市長、地域ポータルサイト運営委員、ＮＰＯ、市民団体 ほか 

  

 (4) 内 容   

   オープンイベント、地域ポータルサイト説明、フェイスブック登録・利用講習、    

  意見交換等。 

  




